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 20 25年2月9日（日），中央若い
女性会長会会長のエミリー・
ベル・フリーマンご夫妻を迎

え，広島ステーク高須ワードにてディボー
ショナルが行われた。広島ステークの澤
祐介会長が司会を務める中，アジア北地
域会長会のジョン・A・マキューン会長夫
妻，第一顧問のJ・キモ・エスプリン長老
夫妻がともに集い，日本全国の青少年と
親，YSA，またその指導者に向けて霊感
あふれるメッセージが届けられた。

開会の後，広島ステークのYSAと青少
年による音楽発表の場が設けられ，efyメ
ドレー※ 1 が歌われた。
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兄弟：
「わたしもそうなりたい」

「皆で efyメドレーを歌って，すごく安心
して〔壇上に〕上ることができています。」
緊張しつつも勇気を奮って聴衆の前に
立った高校 3 年の島本兄弟は，尊敬する
人物，同じワードで一緒にセミナリーを受
けていた姉妹について語り始めた。彼女
は毎日しっかりと身支度を整え，早朝 6 時
から始まるクラスに余裕を持って参加する
だけでなく，ノートを用意して，都度都度
熱心にメモを取っていた。「誠実に生きる
とは，個人的な心地良さや人気，都合より
も，心を尽くして真理を愛するということ
です。」※ 2『青少年の強さのために』（小

冊子）にあるこの言葉を読むと，彼女のこ
とが思い浮かぶ。眠い，遊びたい，面倒く
さい……セミナリーを受けるに当たって
個人的な思いや都合を優先していた自分
に比べ，いつも笑顔を保ち，周りに明るい
光を放っている彼女を見て，「わたしもそう
なりたい」と自然に思えた。─そう話し
た島本兄弟をフリーマン姉妹は壇上に留
め，彼を「誇りに思います……セミナリー
の友達が放っているのと同じ光をあなた
も持っています」と称賛する。

フリーマン姉妹：
えり抜きの世代として

フリーマン姉妹が年末に Spotify※ 3 を
確認したところ，自分が最も頻繁に再生し
ていた曲は奇しくも efy メドレーであった
という。「大切なことを教えてくれるこの
歌が大好きです。」わたしたちが神の子で
あること，わたしたちにはなすべき業が備
えられていることを思い起こさせてくれる

曲だとし，歌詞の一部を紐解く。
日本語のefyメドレーは，「シオンの娘

（女声パート）　主に選ばれた（男声パー
ト）　神の子（混声パート）」という歌
詞で締めくくられている。この「主に選
ばれた」という部分は，英語歌詞の “a 
marked generation” に当たり，エズラ・
タフト・ベンソン大管長※ 4 の説教が元に
なっている。「6,000年近くの間，神は主
の再臨に先立つ終わりの時代に皆さんが
世に来るよう，皆さんをとどめておかれた
のです。……神は，この終わりの時に王国
に勝利をもたらすのを助けるために最強
の子供たちをとどめておかれたということ
です。〔疑いなく，〕皆さんはえり抜きの世
代なのです。」※ 5 フリーマン姉妹は，この

「えり抜きの世代」※ 6 こそわたしたちであ
り，主は，その目的を果たせるようにわた
したちを強めてくださると訴える。

多くの水よりも強く

聖文にも証拠があるというフリーマン姉
妹は，まず若い男性に向け，モーセに語ら
れた主の言葉を紹介する。「わたしは全
能の主なる神〔である。〕わたしの子モー
セよ，わたしはあなたに一つの業を用意し
ている。」※ 7 主がこの場に来られたとした
ら，わたしたちにも同じことを語られると
し，フリーマン姉妹は確信に満ちた表情
で言う。「その業がどのようなものか，わ

「えり抜きの世代」─若人が持つ力
─フリーマン会長を迎えた，青少年とYSAのための全国ディボーショナル─

※ 4 ─ 1985 年から1994 年まで，末日聖徒イエス・キ
リスト教会の第13 代大管長を務めた
※ 5 ─ トーマス・S・モンソン「一人でも気 高く立ち」
2011年 10 月総大会説教にて引用
※ 6 ─ 英語の“a marked generation”に当たる

島本兄弟を称賛するフリーマン姉妹島本兄弟を称賛するフリーマン姉妹

広島ステークの広島ステークの澤澤
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会長に先導され，会場となった会長に先導され，会場となった
高須ワードの礼拝堂に入場するフリーマンご夫妻（左・中央）高須ワードの礼拝堂に入場するフリーマンご夫妻（左・中央）

※ 1 ─ 『賛美歌』195 番「シオンの娘」お
よび『子供の歌集』92 － 93「ニーファイ
のように」を組み合わせた曲。青少年向け
のプログラム内で歌われる主要な曲

※ 2 ─ 『青少年の強さのために』「真理は自由を得させる」
の項参照
※ 3 ─ 音楽，ポッドキャスト等を楽しめるデジタル配信
サービス
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たしたちには分かりませんが，主は御存じ
で，わたしたちを備えてくださいます。」

続けて，主はモーセに一つの賜物を与
えられた。「モーセよ，あなたは幸いで
ある。……あなたは多くの水よりも強く
されるからである。」※ 8 多くの聖書学者
は，モーセが主と語らったのは砂漠であっ
たと考察している。水のない砂漠にあっ
て，なぜこのような賜物が与えられたのか
─時は過ぎ，その答えが明らかにされ
る日がやって来た。奴隷の状態にあった
大勢の民を率いてエジプトを脱出し，紅
海の沿岸にたどり着いたモーセ一行。と
ころが後ろを振り返ると，エジプトからの
追手がすぐそこまで迫っている。「そのと
き，モーセはこう思ったのではないでしょ
うか。そうだ，わたしには賜物が与えられ
ている，わたしは『多くの水よりも強くされ
る』のだと。」そうして主を信頼し，海を分
けたモーセは，奇跡的に民を救うことが
できた※ 9 。「皆さんにも，そのような業が
備えられています。主はそのように偉大な
業を果たすに十分な強さを，皆さんに与え
てくださるのです。」

主の力を受ける

「主は御自分の娘にも語りかけられた」
というフリーマン姉妹は，次に若い女性に
向けて，エマ・スミス※ 10 に対する主の言
葉を紹介する。「わたしがあなた，すな

わちわたしの娘エ
マ・スミスに語る
間，主なるあなた
の神の声を聴きな
さい。……あなた
が忠実であって，
わたしの前に徳の
道を歩むならば，
わたしはあなたの

命を守ろう。そして，あなたはシオンで受
け継ぎを得るであろう。」※ 11

島本兄弟の尊敬する若い女性が放って
いたのは，「忠実」であることによってもた
らされる光であり，「徳」は聖約からもたら
される「力」を意味するというフリーマン
姉妹。「忠実であり，聖約と神殿を心に留
めるなら力がもたらされることを知ってほ
しいと，主は願っておられたのです。」

青少年が持てる力

この，主が与えてくださる力について，フ
リーマン姉妹はある友人の話を分かち合
う。オレゴン州に暮らす彼女は，早朝セミ
ナリー教師の召しを受けている。毎朝疲
れた状態でセミナリーにやって来る生徒
たちを目の当たりにしていながら，彼女は
大胆にも「友達を連れてきてください」と
招いた。すると驚くべきことに，生徒たち
は彼女のチャレンジにこたえ，毎日のよう
に異なる友人を連れてセミナリーに参加し
た。その年の暮れには，連れて来られた
一人の青年がついにバプテスマを受ける
決意をした。

ピアノの伴奏，指揮，祈り，お話，バプテ
スマの執行に至るまで，彼のバプテスマ会
はセミナリーの生徒たちが主導する形で
進められ，部屋にいた大人はビショップと
セミナリー教師だけだった。青年は，友人
たちに囲まれながらバプテスマを受けら

れることを心から喜んでいたという。「こ
れこそ，教会の青少年である皆さんが持っ
ている力です。皆さんにはなすべき偉大
な業が備えられており，主は皆さんととも
にいてくださいます。」

マルコによる福音書にも，同じような奇
跡のストーリーが載っている。イエスが村
に来られたと耳にし，足の不自由な友人を
イエスのおられる家まで運んで行った友
人たちは，混雑のため中へ入ることが難し
いと分かると，「屋根をはぎ，穴をあけて」
※ 12 友人をイエスのもとへ吊り下ろした。

「イエスは彼らの信仰を見て」※ 13 ，すなわ
ち友人を運んできた 4 人の信仰のゆえに，
足の不自由な者を祝福してくださった。

人々をキリストのもとへ

フリーマン姉妹はここで，聴衆に向かっ
て問いかける。「皆さんは，自分がそのよう
な友人になれると思いますか？」ネルソン
大管長は，今日の青少年は集合の業に関
して「並外れた能力が〔あり〕」※ 14 ，自ら
の証を説得力ある方法で分かち合うこと
ができると述べている。また，わたしたち
のために備えられている偉大な業の一つ
は「人 を々キリストのもとへ導くこと」であ
るとし，フリーマン姉妹は証する。「皆さん
は，イエス・キリストについて知っている人
があまりいない国にあって，イエス・キリス
トのことを知っています。それは賜物で
す。……伝道の召しを待つ必要はありま
せん。〔皆さんは〕今すぐ友人たちをキリス
トのもとへ連れてくることができます。」
「皆さんは神の息子，娘です。〔イエス・

キリストは青少年の力であり，〕※ 15 主は皆
さんのために取っておかれた偉大な業を
果たすことができるように皆さんを助けて
くださいます。……モーセやエマと同じく，
主はわたしたちを強めてくださるのです。」

※ 12 ─ マルコ 2：4 参照
※ 13 ─ マルコ 2：5 参照
※ 14 ─ ラッセル・M・ネルソン「証人とアロン神権定員
会と若い女性のクラス」 2019年10月総大会参照

※ 7 ─ モーセ 1：3，6 参照
※ 8 ─ モーセ 1：25 参照
※ 9 ─ 出エジプト14 章参照
※ 10 ─ 教会の設立者，ジョセフ・スミスの伴侶であった
※ 11 ─ 教義と聖約 25：1－ 2 参照

efyメドレーを歌う，広島ステークYSA・青少年合同聖歌隊efyメドレーを歌う，広島ステークYSA・青少年合同聖歌隊

※15 ─ ディーター・F・ウーク
トドルフ「イエス・キリストは青
少年の力です」2022 年10 月
総大会説教参照
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マキューン長老：3つの望み

「皆さんを心から愛しています。」42年
ほど前に福岡で伝道して以来，日本人へ
の愛を心に抱いているというマキューン
長老は，皆でこたつを囲んでいるかのよう
に，リラックスした雰囲気で会を進めたい
とし，教会の若人たちに望んでいることを
語り始めた。

1. 喜びを得る

「一つ目の望みは，皆さんが喜びを得る
ことです。皆さんが生涯にわたって喜び
を抱き続けられるようにと願っています。」
喜びを味わってほしいという望みこそが，
会長会としてあらゆる決断を下す際の原
動力となっており，近ごろセミナリーのス
ケジュールに変更が加えられた※ 16ことに
関しても，その願いが根幹にあると語る
マキューン長老。変更によってセミナリー
の受講期間が延び，とりわけ受験前の時
期には負担を感じる青少年も多いだろう。

「皆さんが大変だということは分かってい
ます。……しかし，人生において重要なこ
とが起こっているとき，皆さんにとって最
も必要なものは霊的経験，また天の御父
との関係であるということも，わたしたち
は理解しています。……良い学校に行き，
良い教育を受け，良い職に就くことは非常
に大切です。しかし，永遠の命は比べもの

にならないほど重要なものなのです。」
神は約束を果たされる御方であるとし，

マキューン長老は真剣な眼差しで，一つず
つ言葉を紡ぐ。「人生において主を第一
に据えるなら，他の物事はあるべき場所
に落ち着きます。そうするなら，皆さんは
喜びに満ちた人生を送ることができるの
です。」

2.神の愛を知る

「二つ目に，真に神の愛を知り，味わっ
てほしいと望んでいます。……神が愛して
くださっていることを心の底から感じるこ
とです。」主御自身は，御父についてこの
ように語っておられる。「神はそのひとり
子を賜わったほどに，この世を愛して下
さった。それは御子を信じる者がひとり
も滅びないで，永遠の命を得るためであ
る。」※ 17 神の愛をさらに感じるには，父な
る神についてさらに深く理解する必要が
あるとし，マキューン長老は続けて説く。
「神の特質を想像してみてください。御

父は完全なる愛に満たされ，親切で優し
く，忍耐強く，憐れみ深い御方です。」とこ
ろがわたしたちは，救い主こそ愛と憐れみ
の象徴であり，神はあくまで正義の象徴で
あると思い込んでいる節がある。「確固と
して公正な御父に対して，自分たちのため
に嘆願してくださる救い主，といった構図
が思い浮かぶかもしれませんが，それは正
しい認識ではありません。」

主は御父に完全に従われた御方であ
り，御父から愛と憐れみについて学ばれ
た。主御自身，「子は父のなさることを見
てする以外に，自分からは何事もすること
ができない」※ 18 と述べておられる。わた
したちは自分の理解力を超える物事を理
解しようとする際，自分の目に見えるもの，
理解できるものに頼ろうとする傾向があ

ると指摘するマキューン長老。例として，
天の御父を理解しようと努める際に死す
べき父親について知っていることを当て
はめる場合があるほか，聖文の中でさえ，

「怒る」神や「妬む」神など，人間的な特
質を用いて神について説いている箇所が
ある。しかし，それらはあくまで限られた
理解力しかないわたしたちのために使わ
れている表現なのだ。「神はその愛と憐
れみにおいて完全な御方であられ，その
特質はいかなる死すべき人間の父親の特
質をも超越しています。御父は，わたした
ちが御自分のみもとに戻ってくることを心
の底から望み，道を備えてくださった御方
なのです。」

3.自分が持てる力を理解する

「皆さんに望む三つ目のことは，自分が
持てる力を理解するということです。それ
は父なる神が，御子イエス・キリストを通し
て皆さんに与えてくださる力です。」聖約を
交わす個人と主との間に特別な関係性が
生まれることは，聖句にも述べられている。

「あなたがたが交わした聖約のために，あ
なたがたは……キリストの息子および娘と
呼ばれる。見よ，それは，今日キリストが
霊的にあなたがたを子としてもうけられた
からである。」※ 19 神聖な儀式に参加し，聖
約を交わして守るなら，男性にも女性にも
等しく，豊かに神権の力が注がれる。
「愛する皆さんがこの世においても永

遠においても，尊くすばらしい人生を送る
ことができるようにと願っています。……
神は生きておられ，わたしたちには救い
主が与えられています。わたしたちは主
の贖いを通して清めと癒しを受け，永遠
に続く喜びと神様の愛を感じることがで
きるのです。イエス・キリストの御名によ
り，アーメン」◆

※ 19 ─ モーサヤ 5：7 参照※ 17 ─ ヨハネ 3：16 参照
※ 18 ─ ヨハネ 5：19 参照

※ 16 ─ 2025年から，日本の中高
生の学期と合わせ，セミナリーは4月
に始まり翌年の2月に終わるよう変更
する。学休期間中は休みとなる
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 沖縄本島から南西へ約300 ㎞，
宮
みや

古
こ

島
じま

へは那覇空港から約1 
時間のフライトである。2022年

8月21日，石川創平長老は専任宣教師と
して初の任地である宮古島へ向かってい
た。「海が青いなー。」初めて目にする宮
古の海だった。飛行機が高度を下げると，
宮古ブルーと呼ばれるエメラルドグリーン
の水面の下に幾重にも連なるサンゴの塊
が透けて見える。ターミナルの外は熱帯
の風が吹いている。暑い日ではあるが，
頬に当たる島風は暖かく，心地よかった。

「よし，これから 2 年間，主の僕として全力
を尽くして働こう！」

＊＊＊

石川創平兄弟は 2000年 1 月，教会員
の両親のもと 3 人兄弟の長男として仙台
市に生まれた。創平兄弟は幼い頃から，
何かやると決めたら「全集中」，他のこと
は二の次にして臨む性

たち

だった。彼は食べ
ることや料理することが好きで，将来の目

標を栄養教諭と定めた。そのためには管
理栄養士と教員の両方の資格が必要であ
り，山形県立米沢栄養大学を目指す。一
日12 時間のスケジュールを組み「全集中」
で勉強，合格をもぎ取った。

孤独と祈り
希望に満ちて大学生活を始めた創平兄

弟。しかし，ほどなくして元気が萎え自信
を失い始める。慣れ親しんだ家族や友人
から離れた見知らぬ土地での生活。それ
までは当たり前だった話し相手がいない，
友達もいない。40名の女子学生に男子は
自分 1人，スクラムを組んだようにがっち
りと固まった女子の中にはそう簡単に入
れない。創平兄弟は孤独の中に沈んで
いった。

そんな時，幼少期から心にあった聖句
が浮かぶ。「求めなさい。そうすれば，与
えられるであろう。」※ 2 この聖句はシンプ
ルで分かりやすく，身近だった。ベッドの
脇にひざまずいて祈る。「天のお父様，ど

うか人との関わりをください。」答えを待っ
た。神の姿を思い描いて誠心誠意祈っ
た。心からの祈りだったが，答えはなかっ
た。それでも主に頼ることをやめず，毎
晩，言葉を選んで祈り続ける。「友人でな
くてもいいです。人との関わりをください
……。」この時期，日曜日に教会へ行くこ
とが唯一の救いだった。会員たちの温か
い笑顔で，教会だけが自分にとって安全
な場所だと感じられた。

そして一年間祈り続けたのち，とうとう
求めたものを得る。「友人を一人頂けたこ
とで孤独から抜け出しました。つらい経験
をしたこの一年は改心を深める時期でも
ありました。」

悩みを乗り越えた創平兄弟はクラス

ゾーンリーダーとして再び宮古支部を訪れたゾーンリーダーとして再び宮古支部を訪れた
石川創平長老（本誌L8ページ参照）石川創平長老（本誌L8ページ参照）

※ 1 ─ ヨハネ16：33「あなたがたは，この世ではなやみ
がある。しかし，勇気を出しなさい。わたしはすでに世に
勝っている。」
※ 2 ─ ３ニーファイ 14：7

宮古島の海

この世ではなやみがある
しかし，勇気を出しなさい
─元日本福岡伝道部専任宣教師　石

いし
川
かわ

創
そう

平
へい

兄弟─

Young Teaching Missionary
 ─ 宣教師の喜び  

※1
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メートから信頼を受け，一目置かれる存在
となっていった。手に余る課題や問題が
あると「これはどうすればいい？」「これ
お願いできる？」と声がかかった。快く返
事をし，その都度てきぱきと対処した。

神様との約束

創平兄弟は漠然と，「聖約の子」※ 3 と
して生まれた自分はいつか宣教師になる，
と思っていた。同時に伝道とは，何かしら
の奇跡が起きるなど分かりやすい導きが
あって行くものだと思っていた。しかし，
これまでの大学生活では伝道について何
の奇跡も促しも見いだせなかった。

大学4年生になると将来の就職が現実
味を帯びて迫って来る。教員採用試験の
ために，また一日12 時間のスケジュール
を組み「全集中」で臨んだ。

その際，創平兄弟はこう祈る。「神様，
わたしは教員になりたいです。しかし，神
様の望みはわたしが伝道に行くことだと
感じます。でもそれがいつなのかが分か
りません。今は全力で試験に取り組むの
で，後の結果を通して御心を教えてくださ
い。それに従います。」

一般教員の採用試験は６割の得点が
合格ラインといわれている中で，筆記試験
は９割を超えた。面接も手ごたえはあっ
た。「大丈夫。受かってる！」自分でもそ
う思ったし，教授や周りの人たちも同じ見
解だった。「栄養教諭になれる！」今まで
の張りつめた心が一気に解き放たれ，未
来に明るい光が差し込むようだった。

そして９月，採否の通知が届き，はやる
心で封を切る─「不採用」の文字が目
に飛び込んできた。信じられない，そんな
はずはない。あんなに一生懸命に取り組
んだのに……。思いが駆け巡る。「もう
後がない！」後ろにも下がれない，前にも

進めない。どうしよう。未来を絶たれて
しまったようで，自分は必要とされていな
いと感じた。

そのとき，一つの想いがポンと心に浮か
ぶ─「伝道に行く」。神様との約束の
言葉だった。
「そういえば石川君はほかの就職活動

はしていませんでしたよね。これからどう
されますか？」心配してくれた担当教授の
言葉も伝道に行くことを示唆しているよう
に感じた。米沢支部の会員たちも以前と
変わらない慰めと励ましをくれた。

創平兄弟は，大学卒業後に伝道に出る
と決める。管理栄養士の国家試験に合格
した後，実家の仙台へ戻り，長町ワードの
ビショップの面接を受けて申請書を出し
た。MTC※ 4 への出発までの 3 か月間，
アルバイトをして伝道資金 40万円を工面
した。金額は十分ではなかったが，神様
の御心と指導者の理解があった。「お金
のことは気にしなくてもいいから，伝道に
行って来なさい。」ステーク会長はそう言っ
て背中を押してくれた。─こうして創平
兄弟は専任宣教師となった。

宣教師の幸福

福岡伝道部に着任し，沖縄ステーク宮
古支部へ赴任，宮古島での伝道が始ま
る。まだコロナウイルスの蔓

まん

延
えん

が懸念さ
れる2022年であったが，この島に宣教師
が常駐することとなった。トレーナーであ
るアメリカ人の先輩宣教師と新人の石川長
老の２人でアパートをオープンした。「奉
献」の言葉を心に刻み，自分の全てをささ
げる決意で出発する。足取りも軽く，全身
に力がみなぎっているのを感じた。

宣教師としてやることは山ほどあった。
宮古支部の日曜日の聖餐会の出席者は通
常 12，3名である。当時，宮古支部の支

部会長会は会長ただ一人。石川長老たち
二人が支部会長会に召され，聖餐会の司
会と聖餐の祝福やパスをした。日曜学校
の教師を務めることもあった。「ほとんど
ワンオペ状態でしたが，ほかではできない
面白い経験でした。会員の皆さんに聖餐
会のアサイメント※ 5 やいろいろな役割の
振り分けもしました。」宮古支部の会員た
ちには信仰と熱意がある。支部の発展を
目指して，レッスンへの同席，友人の紹介
など宣教師と一致協力して働いた。神様
のために働いているという充実感があり，

「明日も元気に頑張ろう！」と幸せな気持
ちで毎日の伝道を終えていた。

病気の影

赴任して4 か月目のある日の入浴時，
体を洗っていると精巣に異常を感じた。

※ 5 ─割り当てのこと。集会で祈る人や話者，指揮者，伴
奏者などが会員に割り当てられる

復帰後，沖縄神殿奉献記念ディボーショナルにて復帰後，沖縄神殿奉献記念ディボーショナルにて
十二使徒のスティーブンソン長老夫妻と石川長老十二使徒のスティーブンソン長老夫妻と石川長老

宮古島にて宮古島にて

Young Teaching Missionary
 ─ 宣教師の喜び  

※ 3 ─ 神殿で結婚した両親の下に生まれた子どもたち
は，家族として死を越えて両親と結ばれているという教義
※ 4 ─ Missionary Training Center：宣教師訓練セン
ターの略。日本出身の宣教師はそのほとんどが米国ユタ
州プロボの MTC で訓練を受ける

東京北伝道部ゾーン大会にて東京北伝道部ゾーン大会にて
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「おや，変だな？……」気にはなりながら
も，「今は集中する時期だ，神様から守ら
れているから，ひとまず様子を見よう。」そ
う考えて伝道に励む。しかしながら異常
が元に戻ることはなかった。自分の体に
何かが起きている。
「このままでは集中できない。検査しよ

う！」石川長老は病院へ向かう。異常を感
じてから 2，3 週間がたっていた。血液
検査，CTスキャン，MRI などの一連の検
査の後，画像を前に医師の説明がある。

「血液検査では異常は出ていません。し
かし，エコーでは，ほら，ここに白い影が
見えます。がんの可能性は否定できませ
ん。」なぜか医師の言葉にショックは受け
ず，命の不安も感じなかった。宣教師にな
る前の一連の健康診断で異常がなかった
ことも冷静さを保つ助けになった。「もし
がんだったとしても大したことはないだろ
うから，伝道に集中しよう。」

ところが原
はら

 伸
しん

二
じ

郎
ろう

伝道部会長（当時）
に医師の言葉をそのまま伝えると，「帰還
して治療をしなさい」と言われた。

石川長老は納得できない。─伝道は
始まったばかり，やる気満々で充実感もあ
る。腫瘍マーカーも出ていないし，求道
者のバプテスマも３週間後に予定されて
いる。なぜ今帰還しなければならないの

か。「伝道には，聖典に出てくる預言者
のように命をささげる覚悟で来ています。
2 年間を全うしたい……」伝道から離れ
たくない理由を切 と々訴えた。

石川長老の気持ちを全て聞いた後，原
会長は口を開く。「帰ったほうがいいで
す。それはあなたの健康のためです。あ
なたが伝道したい気持ちは十分に分か
るけれど，あなたを保護し，監督する立
場として，あなたに帰還を求めます。」原
会長の言葉には「命じます」に近い強さ
があった。

失意の帰還

その夜は眠れなかった。「伝道に出るこ
とは明らかに主の御心のはずだし，祈っ
て導きを通して宣教師になったのに，ど
うしてこのタイミングで伝道を終えないと
いけないのだろう。主の御心は伝道を続
けることではないのか？ もっと別の試練
が必要ということなのか？ 御心が行わ
れますように……」帰還するまでの 3 日
間，悶 と々した思いが浮かんでは消える。
2023年2月の初めに仙台へ戻り，ステー
ク会長との解任の面接を終えた。

そして 2月第 2 週，創平兄弟は手術を
受ける。病名は右精巣ガン。右の鼠

そ

径
けい

部
ぶ

を 5，6 ㎝切開し，そこから病巣を全て摘
出する。手術後の鼠径部の痛みは尋常で
はなかった。
「とにかく『痛い』としか言いようがあり

ません。傷口からは出血があり，尿管も挿
入されていたので，痛くて体を動かすこと
ができませんでした。」ベッドに横たわっ
ていても右側に負荷がかかると激痛が走
る。体を動かせない，寝返りが打てない。
痛みを避けるために常に左を下にする。
それでも自重で体が傾くと痛みが走る。
２日間はベッド上での安静となった。

3 日目になると尿管が外れ，歩行許可
が出る。点滴スタンドを握り，背中を丸め
て小幅に歩こうとする。足を踏み出すと刺
すような痛みが走る。「痛い！」一足歩く
ごとに口から漏れた。

少したつと，右手で壁を伝いながら動
けるようになる。痛みは残るものの，手術
の翌週に退院となった。

伝道の炎

途端に伝道への気持ちが頭をもたげて
くる。創平兄弟の気持ちに呼応するかの
ように原会長から連絡があった。「許可
が出るかどうか分からないけれど，ソルト
レークの宣教師管理部に宣教師としての
リインストールメント（再召命）を申請する
つもりだよ。許可が下りればもう一度宣
教師になれるから。」
「また宣教師として働ける！」希望を抱い

た石川兄弟は，宣教師と会って霊性を保
とうと東京北伝道部の宣教師へ連絡を取
る。そこには奇しくもMTCで同期だった
宣教師がいた。事情を知って驚いた彼女
は「おいでよ。一緒に伝道しよう！」と誘っ
てくれる。1か月，宣教師と一緒に伝道し
た。宣教師を解任されてもやる気満々で，
伝道への気持ちは萎えることなく燃え続
けた。「ネームタグはなくても出来ることは
あるじゃないか，と実感できたのです。」

ゾーン大会に参加したときに，宣教師
全員が伝道部のテーマ聖句を大声で暗
唱した。「……見よ，わたしは神の御子
イエス・キリストの弟子である。」※ 6 ─

「『かっこいい！』そのときネームタグをつ
けた宣教師が輝いて見えました。」どんな
にモチベーションがあっても，自分には今
ネームタグがない。ネームタグの持つ権能
の大切さを再認識した。「一度失ったか
らこそ，宣教師としての 2年間がどれほど

※ 6 ─ 3 ニーファイ 5：13

MTCの同期生たちMTCの同期生たち MTCにて 入院中の石川兄弟

退院後，東京北伝道部のゾーン大会に招かれ退院後，東京北伝道部のゾーン大会に招かれ
模擬レッスンに参加する石川兄弟模擬レッスンに参加する石川兄弟
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※ 7 ─ エテル12：27 参照

貴重なのかが胸に迫り，今輝いている宣
教師と一緒にいたいと思いました。」

失ったものの回復

3 月になって，創平兄弟のもとに再召命
の通知が来る。任地は広島の高須ワード
─胸が高鳴った。手術してわずか6週
間目での復帰だった。

次の任地は沖縄の普
ふ

天
てん

間
ま

ワード。「沖縄
に戻れた！」2023年７月に那覇空港へ降
り立つ。─最後に見た那覇空港は，伝
道をあきらめて帰るときの悔しさと悲しみ
の場所だった。深くは理由を聞かずに空
港まで送迎してくれた会員の顔。受け入
れがたい道半ばでの帰還。どこにもぶつ
けようのないやりきれなさ……あのとき
涙越しに見た那覇空港の文字が，今度は
うれし涙に滲

にじ

んで見えた。
普天間ワードに着任して間もなく，沖縄

神殿のオープンハウスが催される。多くの
宣教師の中から石川長老は，オープンハウ
スでの役割が与えられた。多くの人が訪
れる中に宮古支部の会員たちもいた。「お
帰りなさい。また会えましたね，石川長
老！」「お体はどうですか。お元気になら
れましたか。」喜びの再会となった。

　ゾーンリー
ダーとなり，

巡回で宮古空港へ再び降り立った。オー
プンハウスに参加できなかった会員や当
時の求道者たちとも再会できた。

そののち福岡県の北九州ワード，島根
県の浜田支部で働き，2024年9月に任期
を満了，帰還した。

御心にかなった試練

創平兄弟は，一連の失意と試練から学
んだことがある。謙遜になって，一歩を踏
み出す勇気を奮い立たせる方法である。

「帰還して，自分の改心が十分でないこと
を痛感します」と創平兄弟は述懐する。
伝道当初の高揚感・全能感とは裏腹に，

「伝道に出る前の問題は相変わらず存在し
ていて，それを乗り越えられない自分がい
ます。試練があることで自分の弱さを認
め，謙遜になり※ 7，主に助けを求める。そ
してイエス・キリストの贖いの力で試練を
乗り越えることができる。神を必要とした
とき，神はわたしたちの求めと信仰によっ
て助けてくださる。その繰り返しです。神
様の御心を行っていてその結果が悪かっ
たとすれば，それは御心にかなった試練

だとわたしは受け止めます。それは乗り
越えるべき試練です。」

乗り越えるとき，聖文研究が大きな力と
なる。創平兄弟は心に留まった聖句を書
き出し，Book of Ishikawa（イシカワ書）
と名付けてファイルにしている。「わたし
は気軽に読めるインターネットでの聖句よ
り，こちらのほうが性に合っています。」厚
さ何センチにもなるファイルの表紙に宣教
師のときのネームタグを挟んで，いつでも
参照できるようにしている。
「後悔は一つもありません」と語る宣教

師としての2年間は，凝縮された時間だっ
た。これから先もずっと宣教師のようで
ありたいと願う。「伝道は喜びです。普
通の生活に戻って，できることは増えまし
た。宣教師のときにできることは幕のこ
ちら側に集中していましたが，今は幕の
向こう側のこともできるようになりました。
神殿に参入し，人々にも宣教師のときと同
じように関わっていきたいです。」

創平兄弟は今，伝道地であった北九州
市で就職し，福岡神殿のワーカー（儀式執
行者）として奉仕している。イエス・キリス
トの弟子として，彼は今も心にネームタグ
を付けている。◆
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日本沖縄神殿の日本沖縄神殿の
オープンハウスにてオープンハウスにて

メアリー・マージョリー・
ゆりこ・デュレン
名古屋伝道部
沖縄ステーク

那覇第一ワード
2024 年 8 月 21 日

伝道開始

アイザック・チャールズ・ブラウン
札幌伝道部

東京南ステーク
東京第一ワード

2024 年 7 月 29 日
伝道開始

ピタ・クインラン・サマーズ
オーストラリア・アデレード伝道部

東京南ステーク
東京第一ワード

2024 年 3 月 27 日
伝道開始

小
こ

松
まつ

 大
たい

空
ら

韓国・釜山伝道部
東京西ステーク
吉祥寺ワード

2024 年 2 月 26 日
伝道開始

吉
よし

澤
ざわ

 信
しん

太
た

朗
ろう

カルフォルニア州オークランド
／サンフランシスコ伝道部

沖縄ステーク
糸満ワード

2024 年 5 月 24 日
伝道開始

石
いし

井
い

 颯
そう

真
ま

ニュージーランド・ハミルトン伝道部
東京ステーク
所沢ワード

2024 年 9 月 13 日
伝道開始

山
やま

下
した

 謙
けん

心
しん

 ライク
神戸伝道部

東京ステーク
麻布ワード

2024 年 8 月 21 日
伝道開始

高
たか

江
え

 愛
あ

結
ゆ

カルフォルニア州オークランド
／サンフランシスコ伝道部

静岡ステーク
藤枝支部

2024 年 7 月 10 日
伝道開始

●上から氏名，任地（伝道地），出身ユニット，伝道開始日

●教会機関誌リアホナでは，専任宣教師のご紹介を
掲載いたします。何らかのご事情により，ローカル
ページに掲載されたくない方がおられましたら，

MTC入所またはオンライン訓練開始までに以下の
ウェブフォームを通じてお知らせください。

● 宣教師紹介用ウェブフォームはこちら

https://bit.ly/4aPw4yG

「イシカワ書」「イシカワ書」
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